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【計装用取出し配管の仕様】
外径：約８ｃｍ
材質：ステンレス鋼
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破面は、概ね平坦でビーチマーク模様が観察され、疲労破壊の特徴を示していた。
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約55mmの浸透指示模様
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漏えい発生の推定メカニズム

今定期検査で改造
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フランジを追加設置
固有振動数（評価値）
約120Hzに低下

対　　策

発　電　機

フランジ部の振動応力
約４０～５５MPaが発生
(疲労限：２８MPa)

発電機運転に伴う振動数
約120Hz
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対策前 対策後

・ 発電機下部から新たに取り付けたフランジ部までの配管を新しいものに取り替える。また、発電機本体との
　共振を回避するため、サポートを２箇所追加設置する。

・ 従来から、設備重要度が高い回転機器などの付属配管取り付け工事等については、工事計画段階で、設備
  影響評価を行うこととしているが、今後は評価対象機器を明確化し、発電機などの回転機器に関する
  工事についても、確実に事前に評価を実施することとする。

発　電　機 疲労限を超える応力が働き、
高サイクル疲労割れが発生、

進展し、漏えい発生

配管と発電機の運転に伴う
振動数が一致し、共振。
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新品の配管
に取替え

サポートの追加

固有振動数（評価値）
約128Hz

調整運転開始後

固有振動数（実測値）
約116Hz


